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は じ め に

IPM の重要 な分野で あ る 天敵 を 含 む非対象生物 と 農

薬 と の研究 に は 50 年の歴史があ り ， 近年の天敵の薬剤感

受性評価， 農薬の生態学的影響の解析， 選択性農薬の発

達， 天敵の薬剤抵抗性の付与 と 管理等々 に 見 ら れ る 進歩

は， IPM の 研究 と 推進 に 大 い に 貢 献 し て き た と い う

(CRO円， 1990) 。

EU で は ， 食料が完全 自 給 の 状 態 に な っ た 1979 年以

降， 環境 に及ぽす農業生産の影響 に 関心 を持つ よ う に な

っ た 。 農作物の害虫防除分野で は天敵への農薬の影響評

価指針の確立 に 向 け た研究が IOBC 欧州、| 支部1) 等 の研究

者 グルー プに よ り 早 く か ら 開始 さ れた (HASSAN ， 1985) 。

お そ ら く こ の よ う な 背景 を 受 け た と 思 わ れ る の で あ る

が， 農薬 (原文 で は 作物保護剤 と 記 さ れて い る ) に は本

来の効果の ほ か人畜， 地下水， 非対象生物 に 悪影響 を及

ぼさ な い こ と が必要 と の 内容 を盛 り 込 んだ農薬の認可に

関す る EC 通達が 1991 年 7 月 に加盟国 に よ り 採択 さ れ，

1995 年 6 月 ま で に EC 15 か国中ベルギー， デ ン マ ー ク ，

フ ラ ン ス ， ア イ ル ラ ン ド ， イ タ リ ア ， ポル ト ガル， ス ペ

イ ン， イ ギ リ ス で 施 行 さ れ た (HASSAN and FORSTER， 

1995) 。 さ ら に 1996 年 3 月 に は， 農薬の天敵への適切な

評価の た め の環境毒性学的 (エ コ ト キ シ コ ロ ジ ー ) 研究

が必要 と さ れた EU 通達が出 さ れた 。 IOBC 関係者 は非

対象生物 と し て ミ ツ バチ， ミ ミ ズ， 魚 と は別 に 寄生蜂や

捕食性小動物等の天敵が盛 り 込 ま れた の は初 め て の こ と

で あ り IOBC 欧 州 の 古 く か ら の 努 力 の 結 果 で あ る

(BIGLER， 1996) ， と 称賛 し て い る 。 本報 は 1994 年に オ ラ ン

ダで開催 さ れた ESCORT ワ ー ク シ ョ ッ プり で， 農薬登

録 と IPM 導入用農薬の選定の た め に 提案 さ れ た 非対象

生物 に 及 ぽ す 農薬 の 影響評価基 準 案 (BARRETT et al . ，  

1994) の概要 を ま と め た 。

提案 さ れた 影響評価基準案

ワ ー ク シ ョ ッ プで は， 試験生物の選定， 室 内 ・ 主主大室

内試験法， 半野外 ・ 野外試験法， 試験法原則， デー タ の
解釈 (危険度評価 と 管理) に 関す る ワ ー キ ン グ グルー プ

を設 け基準案 を ま と め た 。

Testing Procedures for Pesticides with N on-target Arth-
ropods in Europe by Kazuo HIRAI 

1 試験生物の選定上の注意

試験生物 は ， 選択性農薬 の IPM へ の 組 み込 み に 関 す

る 情報が得 ら れ る 天敵群か ら 選定す る 。 農薬登録用試験

で は IPM に 必 要 な 情報 を 得 る こ と は で き な い の で，

IOBC 専門家 は 引 き 続 き IPM に 適切 な 薬剤 を 選定 し 公

表す る (JEPSON ， 1989) 。 分類学上別 グルー プ に 属 す る 試験

種を選定す る こ と に よ り ， 別 の 非対象生物への影響情報

が得 ら れ る こ と が あ る 。 殺虫剤一次 ス ク リ ー ニ ン グ試験

や ミ ツ バチ 試験の結果か ら ， 節足動物種への リ ス ク 情報

が得 ら れ る こ と も あ る が， デー タ の外掃 に は 注意が必要

であ る 。 し か し農薬の感受性の高 い種を対象 に 最悪条件

で実施 し た 室内試験で毒性がな い場合， 野外試験で も 影

響が出 る こ と は少 な い 。

( 1 )  試験生物選定 の 原則

農業生態系 に 高密度で広域 に 分布す る 天敵小動物で，

薬剤感受性が高 く 飼育 と 実験が容易 な種を選定 す る 。

( 2 ) 推薦 さ れた 試験生物

表-1 は ワ ー ク シ ョ ッ プ に よ り 推薦 さ れ た 試験生物 で

あ り ， 寄生蜂， 捕食性 ダニ， 地上 は い か い性天敵， 葉上

捕食者の よ う に機能別 に 分 け ら れて い る 。

1 ) 有効成分の認可

有効成分の認可申請に は， 感受性生物 2 種 と 製剤の使

用対象 (作物 と 害虫) に 合 っ た 2 穏 に対す る 製剤の試験

デー タ が必要であ る 。 ア プ ラ パチ科 Aρhidius rhopalosi­

ρhi と カ プ リ ダニ 乃φhlodrumω pyri の 2 種 を標準種 と
し て推薦す る 。 A. rhopalosiphi の代わ り に タ マ ゴ コ パチ

科 Trichogramma cacoeciae の結果で も よ く T. pyri の

代わ り に Amblyseius sp_ の 試験で も よ い。

2 ) 製剤の認可

製剤 の認可 は EC 加盟各国 が行 う 。 上記 1 ) の 試験で影

響が見 ら れた薬剤 に つ い て は， 上記 と は別種で対象作物
内 に い る 適切な 2 種 を 用 い て 試験す る 。 1 ) の認可申請

試験で評価 さ れた主要製剤 と 別 の 製剤 に つ い て は， 先の

試験で最 も 感受性の 高か っ た 2 種 を対象 に 試験す る 。 こ

の製剤が主要製剤 よ り 毒'性が強か っ た ら ， さ ら に 製剤の

使用対象 に 合 っ た 2 種 に つ い て 試験す る 。

2 室内試験 と 拡大室内試験

非対象生物 に 及 ぽす農薬の影響 を評価す る に は最多の
暴露 を ね ら っ た標準室内試験， 野外条件 に近い暴露 を 行
う 拡大室内試験， 半野外試験， 野外試験 を 含 む連続段階

試験の実施が広 く 認め ら れて い る (図-1) 。
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表 ー 1 推薦 さ れた 試験生物叫

生態系 寄生蜂 捕食者 地上 は い か い 者 ï1!i上捕食者

果樹園 ア プ ラ ノ マチ手ヰ カ プ リ ダニ コ モ リ グモ ハ ナ カ メ ム シ

混室 Aphidius Typhlodromus Pardosa sp Orius sp 

森林 タマゴ コ パチ科 カ プ リ ダニ オ サ ム シ手ヰ ノ 、 ナ ア プ科

ぶ どう園 Trichogralllma Amblyseius Poecil lls Episyrphlls 

ト ピ コ ノ 寸チ Fヰ ヒ メ ク サ カ ゲ ロ ウ

Leptolllastix CJI 1YsoP引'Ia

ヤ ド リ パエ科 ナ ナ ホ シ テ ン ト ウ

Orino sp Coc口nella

耕地 ア プラ パチ科 オ ザ ム シ干ヰ ハ ナ ア プ科

Aphidills Poeci llls Episyrphus 

タマゴ コ ノ fチ 科 コ モ リ グ モ ヒ メ ク サ カ ゲ ロ ウ

Trichogramma 九rdosa sp Cll1ysoperla 

ノ 、 才、 カ タ シ科

Aleochara 

a) 試験種は試験薬剤 の対象作物 と 害虫 に よ り 選定 す る . 試験法 は HASSAN

( 1992) を参照.

ノ ノ ノ ノ
\ ノ \ ノ\ / \

( 1 )  室内試験
室内試験の 目 的は作物 に農薬 を散布 し た と き に非対象

生物への影響が少な い薬剤を選出す る こ と であ り ， 試験
生物の若い発育態 を容器内に閉 じ こ め最高薬量の残留物
に暴露 し調査す る 。 評価に は死亡率以外に増殖率， 寄生
率， 摂食量に関係す る 亜致死率 も 含め る 。

1 ) 試験薬剤 第一次試験 と し て代表的な剤型 を 用 い
野外での影響 を考察 し う る 情報 を 得 る 。

2 ) 試験用器具 : 試験用器具 は処理薬剤の安定性や デ
ー タ の再現性を保証す る ガラ ス ， 石英砂の よ う な不活性
物質製 と す る 。

3 ) 試験生物 : 試験生物は室内飼育系統決使い 日齢，
寿命， 繁殖力， 卵活性， 寄生率等の質 を そ ろ え， 感受性
の高い発育態 を使 う 。必要に応 じ雌雄 に つ いて試験す る 。

4 ) 試験薬剤の処理 : 検量線を利用す る 等 し て単位面
積当た り の薬液量 (mg/cm2) が処理面に均一 に な る よ う
に散布す る 。 例) ガ ラ ス 面や葉面上 の液量 は l . 5 mg/ 
cm乙 砂面上の液量 は 6 mg/cm2 と す る (HASSAN， 1992) 。

5 ) 試験方法 : 薬剤処理 し た 器具内 に餌と 試験生物 を
入れる 。 試験生物が薬剤残留物に十分接触す る よ う に す
る と と も に残留物か ら の揮発物 を排気 し そ の影響を少な

図 - 2 薬液l質量草 し た ガ ラ ス 板 で組み 立 て た 農薬影響調査

用 フ レ ー ム

フ レ ー ム 内 に寄生蜂 と 昆虫卵 を 入れ， 被寄生卵数の多

少で能楽の影響を評価 す る (於 ド イ ツ 農林生物研究

所， 1994) 

く す る (図-2) 。
6 ) 調査 と 評価法 : 試験生物の活性 と 天敵能力 を評価

す る た め に， 生存率お よ び産卵， 寄生， 捕食， 行動変化，
子の生存等に関係す る 亜致死率を調査す る 。 結果は 4 段
階評価を行 う 。 例) 死亡率 30% (無影響) ， 30�79% (影
響小) ， 80�98% (影響中) ， 99%以上 (影響大) (HASSAN， 
1992) 。

7 ) 調査基準 : 対照 と し て水処理区 を設け 自 然死お よ
び天敵機能の程度 を知 る 。 結果 は統計処理がで き る よ う
に反復 を十分 と る 。

( 2 ) 拡大室内試験
室内試験で影響が見 ら れた薬剤 は必要 に応 じ野外条件

に近い拡大室内試験 を行 う 。 こ の試験では土壌や植物に
薬剤処理 し， そ の上 に 試験生物を接種 し各発育態の影響
調査， 薬剤の残効性， 薬剤一反応曲線の研究， 複数回処
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理 の 影 響 調 査 等 を 行 う 。 試 験 法 は 試 験 指 針 に 準 じ
(HASSAN， 1992) ， 試験法がな い場合実施方法 を詳細 に 記
録す る。

1 ) 処理量 : 1 回散布の薬剤 は室内試験では最高薬品，
200�600 l/ha 相 当 量 を 散布す る 。 鉢植え の リ ン ゴや ト
ウ モ ロ コ シ で 試験 す る 場 合， 葉 函 沈着 量 は 散布ijI の
40%， 地上沈着量 は 50% と し て試験す る 。

2 ) 複数回処理 : 2�3 回散布す る 薬剤 は第一次室内試
験で最高散布量の 2 倍量 を 散布 し て 評価す る 。 4 回以上
散布の場合， 散布間隔は 14 日 以 内 と す る 。

3 ) 注意 : 種子粉衣剤， 土壌施薬剤， 誘引剤， 揮散剤
の よ う な剤型， 糸状菌， 細菌剤， IGR 剤の よ う な作用機
作が異な る 薬剤 は試験法 を別途考案 し評価す る 。

3 半野外試験 と 野外試験
前項の試験で影響の あ っ た薬剤は半野外試験 と 野外試

験を行 う 。 半野外試験は室内試験 と 同様に単一種試験で
あ る が， 野外試験は複数穏に対す る 情報が得 ら れる 唯一
の試験であ る 。

( 1 )  半野外試験
試験は作物園場内の固いや ケ ー ジ 内 で試験す る 。 必要

に応じ雨よ け を し て も よ いが， 環境 を改変 し な い よ う に
し， 温度や 日 照等の気象要素 を 記録す る 。 試験生物は実
際場面に合わせ薬剤処理前 ま た は処理後に放す。 試験は
実際の処理時期 に合わせ最悪な条件を再現で き る 時期や
季節に行い， 適切な処理方法で製剤の使用範囲内の最高
濃度 を処理す る 。 試験区 に は対照薬剤 と 水処理区 を含み
反復試験を十分行 う 。 試験区 は風向， 太陽光， 傾斜等の
場所の影響を考え， 無作為乱塊法や ラ テ ン方格法で配置
す る 。

1 ) 試験生物 : 室内飼育系統か野外採集系統を供試す
る 。 野外採集個体は試験前に室内で飼育 し弱勢個体や病
気個体等 を除 く 。

2 ) 作物 : 試験は薬剤の適用作物や試験生物が型富な
作物園場内 で行 う 。 耕地作物， 広面積作物， 果樹等の グ
ループ別に試験 し て も よ い。

3 ) 餌 : 試験生物に給餌 し天敵機能を 発揮 さ せ る 。
4 ) 試験期間 : 短期試験 は 24�48 時間， 長期試験 は

14 日 間 を 目安 と し， 試験生物や方法 に よ り 適宜変更す る。
5 ) 評価 : 半野外試験では行動， 被食， 寄生， 繁殖，

寿命等の変化に 関係す る 亙致死 と 死亡， ノ ッ ク ダウ ン，
試験適合性 を調査す る 。 短命の ク サ カ ゲ ロ ウ ， 寄生蜂，
カ プ リ ダニ では生存者の繁殖能力 を調査す る 。

6 ) 半野外試験の利点 : 反復数， 対照薬剤， 試験生物，
植物， 薬剤等の均一性に よ り 統計処理が容易であ る 。 室
内試験に比べ施用薬剤の動態や試験生物の行動が実際場
面に近い。

7 ) 半野外試験の制約 : ケ ー ジ 内が非現実的で 自然の
行動を抑制す る 。 試験生物が薬剤処理面を避 け る 場合が
あ る 。 気象や植物の選択が試験の結果 に影響す る 。 試験
期聞が短 く 複数回処理のj影響 を評価 し に く い こ と があ る 。

( 2  ) 野外試験
野外試験の 目 的 は， 室内試験や半野外試験で明 ら か に

な っ た薬剤の影響を確認 ま た は排除す る こ と に あ る 。 野
外試験では長期試験や殺菌剤 を 含 む複数回散布の影響，
単一種 と 複数種の影響等 も 調査す る 。 最 も 実態 に近い試
験がで き る が， 試験区の設定 に よ っ て は全体像を把握で
き な い こ と も あ る 。 試験場所の気象や生物 に よ り 影響 さ
れる ので， EC 加盟各国の登録を満た す に は， 条件の異な
る 複数の困場で試験 を行 う (図 3) 。

1 ) 試験生物 : 野外生物が生息す る 作物や土壌 に直接
処理す る 。 生物的防除が実施 さ れて い る と こ ろ では試験
期間中防除素材を補給す る 。 IGR 剤では幼若期 か ら 成虫
期 ま で調査す る 。

2 ) 試験場所 : 試験薬剤の使用法に基づ き 実際的 な ワ
ー ス ト ケ ー ス を反映 し， 主要動物が生息 し， 反復可能な
場所を選定す る 。 試験区の大 き さ は試験区構成 と 試験生
物に よ っ て決定す る 。

3 ) 処理法 : 薬剤 は試験製剤の最高濃度 と 最多散布団
数で処理 し， 対照薬剤 と 水処理区 を設定す る 。

4 ) サ ン プ リ ン グ : 処理前の個体群 ト レ ン ド を観察 し
処理効果 を定量化 し た り ， 処理剤の影響期間 を 定量化す
る た め に サ ン プ リ ン グ頻度 を 多 く す る 。 試験区の中央か
ら サ ン プ リ ン グ し， 散布む ら や小動物の移出入等の周辺
効果を排除す る 。 サ ン プ リ ン グで は幼若個体を 含 め た り ，
多数の動物種， 被食者， 寄主， 高次寄生 を調査す る 。 種
レベルで個体数の多 い小動物を調査 し統計処理す る 。 結
果 は 4 段階評価 と す る が， レ ン ジ は室 内試験よ り 厳 し い。
例) 死 亡 率 25%未 満 (無影響) ， 25�50% (影響小) ，
51�75% (影響中) ， 75%以上 (影響大) (Hassan， 1992) 。

5 ) 野外試験の長所 : 空間的時間的に複合種の実際の

図 - 3 テ ン サ イ 闘場 に オ サ ム シ を放 し た 後. /良薬を散布 し

影響許価す る 野外試験 (於 ド イ ツ 山中小生物研究所，

1994) 
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生態 と 行動 を調査で き る 。 し か し野外実態 を完全 に 反映

で き る わ け で は な い の で， 季節 ご と に 反復数 を増やす こ

と が必要で あ る 。

6 ) 野外試験 の 制約 : 野外試験 は 費 用 と 労力 が か か

り ， 天候 に左右 さ れ る 。 多 因子間相互作用 が発生 し デー

タ は解釈 し に く い。 こ れ ら は対象生物が多 い試験場所 を

選ぶ こ と に よ り あ る 程度回避で き る 。 試験結果 は薬剤が

試験 さ れた 実際的な最悪条件の代表で あ る の で， 結果の

外挿 は専門的な判断 に ゆ だね る 。

4 試験の原則

( 1 )  試験製剤

室 内 試験 で は 多 数 の 有効成分 を 逐一試験で き な い の

で， 製剤 を使用 す る 。

1 ) 有効成分認可用試験 : 有効成分の認可用室内試験

では標準生物 2 種 と 試験作物内生物 2 種 に対す る 主要製

剤試験が推奨 さ れて い る 。 非対象生物への有効成分の影

響 は各製剤の実際的な暴露試験 に よ り 評価で き る 。

2 ) 製剤認可用試験 : 上記試験で主要製剤が無影響で

あ っ た ら 次の試験 は行わ な い。 すでに評価 さ れた主要製

剤 と は別剤の影響 に つ い て感受性の高 い生物 を対象 に 試

験す る 。

製剤の毒性 を ミ ツ バチ や天敵への試験デー タ に基づ き

グル ー プ分 け す る 。 同一毒性グル ー プ内相互間では外挿

可能な の で試験製剤数 を減 ら せ る 。 種子粉衣， ペ レ ツ ト ，

ベ イ ト 等の剤型 は ク モ と オ サ ム シ の 2 種で試験す る 。

散布液の残留物試験 は 同一有効成分 を有す る 製剤聞の

違い を常 に 区別で き る と は 限 ら な い。 製剤中 の担体や不

活性物質 (界面活性剤や油剤の種類や量) は直接散布で

は異な る 作用 を 示す の で， 場合 に よ っ て は過剰散布 し て

影響 を調査す る 。 室内試験で最 も 毒性の高か っ た製剤 は

野外試験， 半野外試験 を行 う 。

3 ) 混合剤 : 複数の有効成分 を有す る 混合剤 は室内で

最初 に 試験す る 。 し か し過去の室 内試験で 1 成分で も 有

害 と 判明 し て い る 製剤 は半野外試験， 野外試験 に移す。

( 2 ) 薬剤の使用

1 ) 室内試験 : 試験生物の選定 と は 別 に ， 薬剤の使用

時期， 場所， 地域， 作物の作型 を 考慮す る 。 試験が適切

な方法で最悪条件下で行わ れ る な ら ば， 結果 は 同一種に

限 り 欧州広域 に適応で き る 。

2 ) 半野外試験 : 半野外試験 は薬剤の使用範囲内で現

実的な最悪条件 を組み込んで行わ れ る の で， 場所や地域

を考慮す る 必要 は な い 。 作型 は試験生物 に よ り 選定す る 。

最悪条件に は使用濃度 内 の 最多暴露， 試験生物の十分な

活動 を促す環境条件， 感受性の高い発育態の選択， 土壌

や作型 に よ る 農薬の生物利用性等が関係す る 。

3 ) 野外試験 : 製剤の通常の施用法や使用時期， 作型

を考慮 に 入れ， 試験生物 に抵抗性の発達がな く ， 感受性

の高い発育態が生息 し ， 製剤登録国の気象環境条件 に 合

致す る 地域や場所 を 選 ん で試験す る 。

( 3 ) 薬剤の処理法

一作期 に 2�3 回散布す る 製剤の残留影響試験 で は ， 最

高濃度の 2 倍量 を散布 し評価す る 。 こ の散布で試験生物

が影響 を受 け る な ら ば 1 倍量 の 試験 を 考 え る 。 3 回以上

散布の場合， 14 日 以内 の散布間隔で評価す る 。 複数回散

布 に よ る 累積残留の影響増加が見込 ま れ る 場合 は ， 拡大

試験や半野外試験， 野外試験の追加試験で評価す る 。 こ

の試験例 は果樹や ぶ ど う での殺菌剤施用や種馬鈴薯 の ア

ブ ラ ム シ 防除剤 に 見 ら れ る 。 残留影響期間 の評価 は 4 段

階評価 を 行 う 。 5 日 未満 (短期残留) ， 5�15 日 (残留小) ， 

16�30 日 (残留中) ， 30 以上 (残留大) (HASSAN， 1992) 。

( 4 ) 外挿

非対象生物 に 及 ぽす農薬の影響 は ， 同一分類 グ ル ー プ

と 同一栄養 レベル， 機能 ・ 生態的同一グル ー プ に 外挿で

き る 。 室内試験では行動生態が制限 さ れ る の で， 種間 の

外挿 に は 同一ス テ ー ジ の み可能であ る 。 半野外条件では

行動が活発な の で種間の外挿は室内試験 よ り 難 し い。 同

一種で も 全 く 別 に 行動 し薬剤接触量が異 な り 感受性が異

な る 。 室内試験で無害 と さ れ る 場合， 野外の影響評価 に

外挿で き る 。 し か し外挿 に 当 た り 体サ イ ズ， 生態， 行動，

系統の感受性， 残留 と 散布等 の試験方法， 試験温度， 餌

の有無， 特 に IGR 剤試験では発育態等々 が薬剤接触最 に

関係す る こ と を 十分考慮す る 。

5 リ ス ク (危険度) 評価 と 管理

( 1 )  リ ス ク 評価

農薬の リ ス ク 評価 に 当 た り 以下の 3 条件 を 考慮す る 。

1 )  IPM 未実施耕地内非対象生物

耕地内 の生物 は通常の農薬散布 を含 む プラ ウ 耕， 収穫

等の農作業 に よ り か く 乱 さ れ る が， 農薬の 影響 は で き る

だ 砂少 な く す る のが望 ま し い。

2 )  IPM 実施耕地内天敵

IPM 実施作物圃場で は， 天敵小動物の 自 然制御能力 を

保全 し発揮 さ せ る 。

3 ) 耕地外非対象生物

こ れ ら の生物 は， 節足動物個体群の移出入や繁殖の た

め の 自 然 の宝庫 と な り ， 種の多様性 を増大 さ せ， ほ か の
非対象生物 に 生活資源 を提供す る 。

耕地内外の非対象生物への リ ス ク は， 以下の 3 項 目 を

考慮 し軽減す る 。

① 耕地内有用生物 は最高薬量 と 散布頻度 に よ る 最悪

な暴露 を 受 け や す い， 有意 な薬剤抵抗性生物 は い な し 、

分類上多用 な種が生息す る ， IPM に有用 な情報 を提供 で

き る ， 標準試験法 と 広範 な デー タ ベ ー ス が存在す る 等々
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の理由 に よ り リ ス ク 評価の指標生物 と し て 使 え る 。

② リ ス ク を大中小に分類 し， 特別 な使用制限 を 明記

し た ラ ベル を表示す る 。

③ IPM 計画での使用 の可能性 を表示す る 。

( 2 ) リ ス ク 管理

1 ) ラ ベル表示 に よ る リ ス ク 管理

農薬の ラ ベル に は適用害虫 と 使用方法の ほ か， リ ス ク

の大中小の分類， 非対象生物の分類， 作物の分類， 作物

内外の生物 を保護す る た め の使用規制， IPM への適用性

等が記載 さ れて い る の で， リ ス ク 管理へ応用す る 。

2 ) 耕地外 リ ス ク 管理

- 最高濃度で試験 さ れ リ ス ク 小 と 評価 さ れた 農薬 に は追

加試験は不要であ る 。 リ ス ク 中 と 評価 さ れた薬剤 も 普通

追加試験 は必要 な It ' 0  

- 耕地外非対象生物への リ ス ク が低 い こ と が必要であ る 。

・ 耕地内無散布緩衝帯の設置等の リ ス ク 管理技術 は， 薬

剤 ご と に採用 す る 。

( 3 ) 地 中 海欧州 植物防疫機関/評議会1) に よ る リ ス

ク 評価計画案 ( BARR町T， 1994) 

1 ) 地中海欧州植物防疫機関/評議会 に よ り 提案 さ れ

た リ ス ク 評価計画案 は， 個々 の試験生物の 閥値が設定 さ

れず に 受 け入れ ら れて い る が， 将来試験生物の個体群動

態， 種 よ り 広い分類群への外挿， 複数回散布の影響等 を

考慮 し 閥値 を設定す る 。 こ の点 に つ い て 野外情報 を組み

合わ せ た コ ン ビ ュ ー タ ー モ デ リ ン グが重要 に な る 。

非対象生物別 の 闘値設定 に 際 し 以 下 の 指針 を 考慮 す

る 。

2 ) 修正提案

地中海欧州植物防疫機関/評議会提案の評価計画 は リ
ス ク 評価基準 と し て使用 で き る が， 将来， 耕地外非対象

生物 を考慮 し た 修正が必要であ る 。

お わ り に

欧州 では， 現在 ま で最初 に述べた 6 か国が農薬の登録，

選定 に 際 し 天敵 へ の 影響評価 を 実施す る こ と を 決 め ，

1997 年 3 月 ま で に は そ の 他 の EU 加盟 国 で も 実施す る

よ う に な る と 見 ら れ る 。 今後 は本報で概説 し た 基準案 に

作物 と 条件 許容で き な い 閥値指針雄}

1 . 耕地内非 IPM 非対象 一定期間後に 回復がなか っ た
生物 り 重要害虫 の リ サ ー ジ ェ ン ス

ヵtお こ る .

2 . 耕地内 IPM 活用天敵 重要害虫 を抑制す る 天敵小動

物 に検出可能な影響があ る .
3 . 耕地外非対象生物 非対象生物 に 生態的 に重要な

影響 (30 % < ) が あ る .

注) : 許容 で き な い影響が あ る 農薬の登録 は妨げな いが， 適

切な使用法 と 管理法 を講ず る .

沿っ た推薦試験生物の試験法 の確立， 連続段階試験での

死亡率， 亜致死率の種別基準値の設定， 作物 ご と の野外

試験法の確立， 非対象生物 に よ る 農薬の利用可能性の評

価， 複数回散布剤 の野外試験デー タ の再検討等が必要 と

さ れて い る 。 わが国で は 天敵 に 及 ぽす農薬の影響評価 は

一部 自 発的 に行われて い る が， 将来統一試験法の作成 と

そ れ に よ る 試験お よ び公表が必要 と な る 時期が く る と 思

わ れ る 。

用語の解説1)

ESCORT ワ ー ク シ ョ ッ プ : European Standard Charac­

teristics of Beneficials Regulatory Testing， 有用生物統

一試験欧州標準特性 ワ ー ク シ ョ ッ プ. OECD パ リ ， EC プ
リ ュ ッ セ Jv， 各国研究所， 農薬会社 な ど か ら 35 名 の研究
者 が 集 ま り SETAC - Europe 共 催 EC 支 援 に よ る
BART， EPPO/coE， IOBC 合 同 の ESCORT ワ ー ク シ ョ

ッ プが 1994 年 に オ ラ ン ダで開催 さ れた.

BART : Beneficial  Arthropod Regulatory Testing 

Group， 有用節足動物統一試験グル ー プ

EPPO/coE : European and Mediterranean Plant Protec­

tion Organization with the Council of Europe， 地中海

欧州地域植物防疫機関
IOBC : Intemational Organization for Biological and 

Integrated Control of N oxious Animals and Plants， 

国際有害動植物生物的総合的防除機関
SETAC-Europe : Society of Environmental Toxicology 

and Chemistry-Europe， 欧州地域環境毒性学 ・ 化学学会
Beneficial Arthropods (Beneficials) 有用節足動物 : 天

敵や花粉媒介見虫 を示す. 本文 で は 花粉媒介昆虫 を対象

と し て い な い .
Neutral species : 害虫で も 有用小動物で も な い種. non­

target 又 は indifferent species と も い う .

Non-target species : 農薬散布 の 対 象 と し な い 非 対 象 生
物. 有用種 と も い う が そ れ に 限定 さ れな い.
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